別記第２号（第５条関係）

外国製医療機器等の契約に係る予定価格算定基準

　この基準は，外国製医療機器等の契約に係る予定価格算定に関し必要な事項を定める。

１　基本的には，可能な限りインボイス等を徴取し，輸入原価等を把握し為替レートの変動等に対応した予定価格の算定に努めること。

２　インボイス等の徴取が困難な場合においては，次のような方法により為替レートの変動等に対応した予定価格の算定に努めること。

（１）代理店等の提示した定価証明書の価格（以下「定価」という。）を分析する方法

　　　①　定価の輸入原価相当分とそれ以外の諸経費相当分は，代理店等から一般競争参加資格審査申請時に提出させた財務諸表等から売上原価とそれ以外の会社諸経費との比率により求め，

　　　②　輸入原価相当分には他大学契約時の為替レートと予定価格算定時の為替レートの変動及び関税率の改定を考慮して修正を加えることとし，

　　　③　この原価相当分に諸経費相当分（物価指数に基づく人件費等の上昇分を考慮したもの。）を加算の上，

　　　④　この価格を基に他大学の購入時の値引率を考慮して予定価格を算出する。

（参考算出例）

　　財務諸表より売上高（Ａ）売上原価（Ｂ）販売費及び一般管理費（Ｃ）を求め，仮に利益率を５％とした場合

　　　　　　　　　Ｃ＋（Ｂ＋Ｃ）×0.05
　　　　諸経費率＝――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　  Ａ

　　　　　　　　　　　　 Ｃ＋（Ｂ＋Ｃ）×0.05

　　　　輸入原価率＝１－ ――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　予定価格算定時の為替レート　１＋予定価格算定時

予定価格＝｛定価×輸入原価率×―――――――――――――×―――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　他大学購入時の為替レート 　１＋他大学購入時
関税率

―――＋定価×諸経費率×（１＋物価上昇率）｝×（１－他大学購入値引率）

関税率

（２）上記（１）によりがたい理由があると認められる場合には，その他の合理的，経済的に算出する方法

（具体例）

　　財務諸表より売上高（Ａ）売上原価（Ｂ）販売費及び一般管理費（Ｃ）を求め，

　　　 ①

仮に利益率を５％とした場合

　　　　②

　　　　　　　　　Ｃ＋（Ｂ＋Ｃ）×0.05

　　　　諸経費率＝――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　  Ａ

　　　　　　　　　　　　 Ｃ＋（Ｂ＋Ｃ）×0.05

　　　　輸入原価率＝１－ ――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　③予定価格算定時の為替レート　１＋予定価格算定

予定価格＝｛定価×輸入原価率×――――――――――――――×――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　④他大学購入時の為替レート　　１＋他大学購入時

時関税率

――――＋定価×諸経費率×（１＋物価上昇率）｝×（１－他大学購入値引率）

関税率　　　　　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　　　 ⑥

①　定価設定をした会社の財務諸表

②　原則として５％（その他の率を用いる場合は市場調査等（同業者の利益率）を行い，裏付けを持つこと。）

③　本学予定価格算定時
④　他大学契約時

⑤　卸売物価指数（類別，商品群別）

　　　　本学予定価格算定時の指数－他大学契約時の指数

１＋――――――――――――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　100
⑥　Ｓ60年９月以降の最高値引実例（国，地方公共団体，国立大学法人，独立行政法人及び民間等に実例がない場合は市場調査により算出すること。）

注意　契約対象物品が外国製品のみでない場合は，構成内訳により分析して算出例により積算すること。

上記によりがたい理由があると認められる場合には，その他の合理的，経済的に算出する方法

　　　（国内定価設定時の為替レートと現時点の為替レートとを比較して国内定価に為替レートを反映させるようにする等，より良い方法を検討すること。）
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